
疾病は労働者の生産性を低下させ、欠勤日数の増加に
つながっている。アドバンスPCS社が行った調査に

よると、米国の労働者は疾病のために毎年一人平均115時
間の労働時間が損なわれ、雇用者は2,500億ドル以上のコ
ストを負担している。（1）疾病上位5位（頭痛･痛み、風邪･
インフルエンザ、疲労･うつ病、消化器系疾患、関節炎）
だけでも、雇用者は年間1,800億ドル以上を負担している
ことが調査で判明している。（2）とはいえ、多くの新薬その
他の医療技術により、労働者の健康と、職場や家庭におけ
る役割は改善されている。

2002年大統領経済報告によると、「さまざまな疾病におい
て、病気自体に関連した直接・間接的な費用に比べると、
治療にはより多くの費用が費やされており、この傾向は今
後も続くとみられている。間接的な費用には失われた生産
性や、特定の健康障害を回避するためのコストなどが含ま
れる。言い換えれば、疾病にもとづくすべての経費を合計
すると費用は減少していることになる。これは集中的な治
療の利用による絶対的費用の増加にもかかわらず、見られ
る現象である」（3）さらに、処方薬が特定の疾病を抱える労
働者の生産性を高めることを示す文献も増えている。（4）

新薬による生産性の
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図1：新規関節リウマチ治療薬は従来の薬よりも
症状の改善において薬効が高い
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アレルギー

成人労働者1,300万人をはじめ、アレルギーに苦しむ米国
人の数は5,000万人を超えている。（9）アレルギーにより欠
勤日数が増加し、労働者の生産性が低下していることが
判っている。（10） Journal of Occupational and Environmental
Medicineに発表された研究によると、アレルギー治療とし
て鎮静作用のない抗ヒスタミン薬を服用した労働者は、鎮
静作用のある抗ヒスタミン薬を服用した者よりも高い生産
性を上げることが判明した。（11）1日に6,000件近いクレー
ムを処理する大手保険会社の従業員を対象にしたその研
究では、鎮静作用のない抗ヒスタミン薬を服用している従
業員は、薬物治療を受けてから3日間で一日に処理する仕
事量が平均5.2％増えたが、鎮静作用のある抗ヒスタミン
薬を服用している従業員の場合は仕事量が7.8％減少して
いることが明らかになった。

うつ病

The Journal of the American Medical Association（JAMA）に
発表された研究によると、うつ病による従業員の生産性
の喪失は、適切なうつ病治療を受診することで低減され
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片頭痛

Clinical Therapeuticsで発表された研究によると、新しい片
頭痛薬の投与を受けた患者はそれ以前に比べ、医療機関
の利用頻度が減り、労働時間の損失も減少し、生産性が
向上していることが判った。（5）生産性に関する片頭痛治
療の効果を評価する別の研究では、片頭痛発作を起こし
た労働者のうちトリプタン薬注射を受けた者は、50％強
が2時間以内に仕事に復帰したことが判明している。これ
はプラシーボ（偽薬）治療を受けてから2時間以内に仕事
に戻ったケース（9％）を遥かに上回っている。（6）

関節リウマチ

Arthritis & Rheumatismで発表された研究によると、5年前
に上市された関節リウマチ治療薬（関節リウマチ治療用
に10年ぶりに新開発された疾患修飾性抗リウマチ薬）で
は、身体障害発生率の低下、身体機能の向上、労働者の
生産性向上が見られた。（7）研究陣によると、生産性の向
上には職場の意欲、コミットメント、質、整合性などが挙
げられる。また生産性の低下は“関節リウマチ”のような
リウマチ系疾患に関連するコストの大半を占めている。（8）

[図１]

図2：うつ病による生産性の低下により雇用者が負担する費用は数十億ドルに上るが、
うつ病の治療率は極めて低い
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る場合があることが判明した。また、「うつ病患者の場合、
生産的時間の喪失による損失と治療率の低さが見られる
ことから、うつ病による米国の労働力への影響を向上させ
るために、コスト効率の高い機会が存在することが示され
ている」と同研究は指摘する。（12）[図２]

JAMAの研究結果は、全米医療プラン評価委員会の報告で
も繰り返されている。その報告では、重症のうつ病性障害
は米国の“身体的不具合の主要因”となっており、うつ
病を抱えているすべての米国人が、90％レベルで機能し
ている保険を通じた治療を受診すれば、雇用側が被って
いる欠勤は全米で年間880万日分回復されるだろう、（13）と
述べている。

結論

労働者の生産性に影響する健康障害は多く、職場および
家庭において労働者が自身の役割を果たすことを可能に
する薬を利用することは、雇用者および労働者の双方に
とって重要である。新薬を利用することで、雇用者が何十
億ドルも節約できるだけでなく、従業員も健康障害の一
層の管理が可能となり、より生産的な暮らしを送ることが
可能になる。�
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